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開会 午後３時５８分 

 

○中村副委員長 

これより第６回西予市の財政に関する特別委員

会を開会いたします。 

○源委員長 

源委員長が挨拶を行う。 

○中村副委員長 

これよりの進行は委員長のほうで進めていただ

きます。よろしくお願いします。 

○源委員長 

それでは次第（1）中間報告の前に、今挨拶で

申し上げました有識者会議答申について、説明を

いただいたらと思います。 

○原井川政策推進課長 

それでは有識者会議による、財政危機脱却プラ

ン 2025（案）の答申書の概要について説明をさ

せていただきます。先週金曜日８月 29 日に、西

予市行財政改革有識者会議西村座長から、西予市

財政危機脱却プラン 2025（案）について、市長

に答申をいただきましたので、その概要を説明い

たします。 

答申書につきましては、第１回、第２回有識者

会議において、委員の皆様からいただいた御意見、

御提言について諮問いたしました。財政危機脱却

プランの三つの基本方針の考え方と方向性につい

て及び財政危機脱却プランの進捗管理の手法と進

め方について、またその前提条件として、財政危

機の現状の課題についてという項目ごとにいただ

いた意見を集約、分類するとともに、はじめにの

中で、会議の経緯や答申のまとめ方、次に総論と

して、全体的な答申の考え方や方針、最後にまと

めとして、改めて答申内容の重要な箇所をまとめ

るという構成になっております。有識者会議の委

員の皆様からは、専門的かつ客観的な観点から

様々な御意見をいただきましたが、西予市の財政

状況を鑑みれば、財政危機脱却に向けたプランの

基本方針、取組を粛々と進める必要がある。答申

書の総論、冒頭に記載のあるとおり、プラン案の

方針や具体的な取組を着実に進める必要がある、

という答申内容であったと事務局では認識をさせ

ていただいております。 

また、答申の際、西村座長の挨拶の中で、西予

市が持続可能な行政運営を実現するためには、市

民、職員、議会が一体感を持って改革に取り組む

とともに、改革の先に希望を見いだすべく、市長

自らが西予市のビジョン、将来像を提示し、丁寧

な説明と共感の醸成を通じて、市民や関係機関等

との信頼と協力のもと、先頭に立ってリードして

いくことを強く提言いたします、と述べられまし

たが、この言葉が答弁の内容と今後の進め方に関

する有識者会議全員の考えを代弁いただいたので

はないかと推察をさせていただいております。 

以上、西予財政危機脱却プラン 2025（案）答

申書の概要の説明とさせていただきます。 

○源委員長 

今説明いただきましたことについて質疑があり

ましたらお願いいたします。 

○二宮委員 

この答申の中にある財政危機脱却プランにおい

ては、持続可能な行政運営に向けた基本方針とし

最もリスクを抱える公共施設の在り方、云々の行

があって、組織業務改革の三つに分けてそれぞれ

の考え方及び方向性を示したところですという、

方向性というのは、もうこれだけの文書のことで

すか。ほかに何かこれ以外にこういうことをみた

いなのはない、これが全てということでいいんで

すかね。 

○原井川政策推進課長 

諮問した内容がこういった内容でございました

ので、こういった内容で取りまとめをさせていた

だきましたが、方向性とかにつきましては、この

内容ということで、御理解いただいたらと思いま

す。 

○小玉委員 

それこそこの人たちの、私らが一つずつ行政い

うか、削減方法とかあれしたじゃない、それは説

明した。 

○原井川政策推進課長 

議員の皆様にもお配りをさせてもらっておりま

すプラン、午前中に広報の関係でも御説明さして

もらったプランというか企画書については、含め

て資料としてお渡ししております。当然その会議

に臨む前にお渡しをさせていただいて、確認した

上で臨んでは来ていただいておりますが、説明に

つきましては、主なものだけの説明ということで

させていただいた上で御意見をいただいておると

ころでございます。 
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○小玉委員 

そしたら対案みたいなのは出んかった。市が示

した改革みたいなプランに対する対案というか、

代替案というかそういうのは一切出んかった。 

○原井川政策推進課長 

基本的には案で示したプランについての考え方

とか方向性を協議、検討、意見をいただくという

場でしたので、対案という形ではございませんで

したが、答申書の中にも書いてあります通り、そ

の手法であるとか進め方、あるいは例えば民間と

連携したやり方とかということについて、具体的

なことにつきましても、いろいろ御意見等はいた

だいたということになっておりますので、そうい

ったことは答申書にもまとめさせてもらった上で、

ぜひ活かして、プランも、また修正といいますか

考え方を取り入れていきたいと考えております。 

○源委員長 

ほかにありましたらお願いします。 

○河野委員 

これを全部読んで理解するのはちょっと難しい

んやけど、至るところに十分検討するとか、市民

に説明するとかあるけど、議会に説明して市民に

説明する、そういう期間が決まっとるやない。そ

この中で、行政側で、そこら辺のことの十分な説

明、検討はできるのか。 

○大野本政策企画部長 

確かに、時間をもっとかけるというやり方はあ

るとは思っておりますが、限られた期間の中で、

それをもうやっていくしかないっていうふうにこ

ちらとしては考えております。去年の秋頃からこ

のことについては内部で検討し始めてきておりま

すが、議員の皆様とか、市民の皆様にお知らせし

てからの期間というのは、確かにちょっと短いか

なと思いますが、実行していく所存で、これから

臨んでいきたいと思っております。 

○森川委員 

西予市は、紙なんか 1番安い金額だと思います。

1 番高い印刷なんかの金額をもう少し安い方法を

考えていったらいいと思うんです。何でも小さい

ことの積み重ねやけん。今まで文化会館のトイレ

工事、改修に 2,000 万円、三瓶の文化会館

1,000 万円、城川町でも 500 万円かな、かかって

るんやけど、実際そういう金額がかかるわけがな

いんよ。だけん、業者の言いなりになってるか

1 番高い金額で工事をやってるわけだと思います。 

○原井川政策推進課長 

ただいまの御質問というか御意見でございます

が、直接的なその入札の担当ではないので、詳細

は不明なとこもあって申し訳ないんですけども、

やはり所定の手続をとって、金額とか、工事内容

によって、適正な入札が図られているとは思って

おりますが、より安価な工事ができるようなこと

の工夫もできるのであればという、そこら辺も含

めて検討が出来たらと思っておりますが、必要な

手続というのは、やはり必要かなというふうに認

識をさせていただいております。 

○源委員長 

ほかにありましたらお願いします。 

○小玉委員 

改革プランが出来て、今度市政懇談会を 10 月

頃にするときは、それで市民から意見が出たら訂

正するというか、柔軟に対応する考えはある。も

うプランを立てたらもうそのまま押し切るみたい

な感じ。 

○大野本政策企画部長 

ことにつきましては、今回の一般質問で大森議

員からもいただいているんですけれども、そこで

もちょっと答弁させていただこうと思ってますが、

今言われたように、市政懇談会で説明する際には

大分こちらの考えというか固まっている状況では

あります。ただ、市政懇談会を行うわけですので、

その意見を集約させていただいて、来年度の予算

査定始まりますけれども、その中で取り入れなけ

ればならないというふうに判断したものについて

は、取り入れていきたいと思ってますが、どうし

ても、やはりこれはやっていかなければならない

というふうに考えないと、市民の意見をずっと聞

きっ放しでは改革は出来ませんので、そこら辺は

強い姿勢を持ってやっていきたいというふうに思

っております。 

○源委員長 

ほかにありましたらお願いします。 

○二宮委員 

市政懇談会は、今日市長が挨拶で言った各旧町

単位で、やるということですかね。 

○原井川政策推進課長 

おっしゃるとおり旧町単位でやらせていただく

予定としておりますが、昨年度の医療福祉の関係
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でやらせていただいたような方式で、旧町あたり

午前の部と午後の部で１日２回、地域づくり活動

センターもウェブで結んで、そちらからも参加し

ていただくというような方式でと考えております。 

○二宮委員 

期間が短いというのはもうそのとおりですけど、

ここに書いてある、本当に組織の見直しや業務の

効率化等を図る云々というそれぞれの方向性、今

回示してもらった細かいところは、今から交渉い

うかね、市民の人に説明して納得してもらう。だ

から、今回の説明で終わりじゃなくて、そっから

がスタートやと思うので、やっぱそこのときに、

ここの答申にあるような考え方を、きちっともう

1 回やっていただくといいんじゃないかなと思い

ますんで、よろしくお願いします。 

○源委員長 

ほかにありましたらお願いします。 

○小玉委員 

それこそ直接市民に痛みを押しつけるわけやけ

ん、納得はしならんかもしれんけど、仕方ないね

いうぐらいの説明をしてもろうてね、納得はせん

けどしょうがないわいと言うてもらうような説明

をお願いしたいと思います。 

○大野本政策企画部長 

今言われるとおりでございます。職員もこれか

ら大変厳しい立場になってくるというふうに思っ

てます。我々も、厳しい意見をたくさんいただく

こととは思ってますが、今小玉委員の言われたよ

うに、できるだけこう、最低でも仕方ないねと言

ってもらえるような、説明を丁寧にしていきたい

と考えております。 

○源委員長 

ほかにありましたらお願いします。 

○信宮委員 

我々の委員会で３日間説明を受けたんですけれ

ども、今度市民の説明会でですね、もうこれだけ

ボリュームあるものを、どこまで説明するのかな

ということを思うんですけれども、それと同時に、

やはり説明会やったら紙ベースでの資料欲しいと

いう市民が当然出てくるかと思うんですけども、

どこまでのボリュームでやられるのか、その予定

が分かったら教えていただきたいと。 

○原井川政策推進課長 

市長からも事前に資料等ができれば、広報配布

等と一緒に事前に配布した上で、当日市民が初め

て聞くようなことがないような工夫はしてもらい

たいということで言われておりまして、それがど

ういった形で、プラン自体 50 ページを全戸に配

ったとしても理解をされるのはなかなか難しいと

思いますので、分かりやすくある程度集約した上

で、事前に配布もさせてもらって、当日その上で

説明をさしてもらってということになろうかと思

いますので、そういった工夫はぜひ積極的にした

いとは思っておりますので、また御意見、御提言

ありましたらよろしくお願いいたします。 

○源委員長 

ほかにありましたらお願いします。 

○信宮委員 

事前に配布するんであれば、ある程度のボリュ

ームでも大丈夫だと思いますので、ぜひともやっ

てもらいたいんですけれども、今回の改革プラン

は、市民にいろんなものを我慢してねというふう

なお願いだと思うんですけども、二宮委員も言わ

れたんですけれども、中に何か光が見えるような

ですね、これだけ無理を押しつけるんだから、け

どこの分野に関しては力を入れて頑張っていく、

例えば高校の魅力化については、いろんなことが

削減される中で充実をされておって、高校生もよ

そからも増やしていって、市内の２校を盛り上げ

ていこうというふうな考えがある、そういう点も

ですね、光が見える部分をですね、ぜひとも説明

入れてもらって、もう全て我慢してください我慢

してくださいではなくて、そういう部分も入れて

もらったらなと思います。 

○源委員長 

できましたらそういったことをですね、中間報

告のまとめのところに入れた上で本会議で報告を

したいと思っておりますので、できましたらそう

いう意見を積極的に賜ればと思います。お願いし

ます。 

ほかにありましたらお願いします。 

○大森委員 

この答申書の大きな２番なんですが、財政危機

の現状と課題について、ここはどのように取り組

んでいかれますか。 

○源委員長 

それをプランとして説明をいただいたのが第４

回委員会だったんで、既に説明をいただいてます。
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第４回の資料見てください。全て書いてあります。 

ほかありましたらお願いします。 

○二宮委員 

10 月の中旬に出される前に、もう１回我々が

見れるのか、見れないのか。あと、答申いただい

た人たちに見せるのか見せないのか。どうしてか

というとですね、今まで、これ質問じゃないんで

ちょっと関係ないんだけど、やっぱ言葉遣いがね、

何か行政の、市民からしたら、かちんと来るよう

な言葉遣いというのがものすごく今までも多い。

危機管理がちょっとどうなのって思うわけよ、そ

ういう意味で。何かわざと怒らしてるとか、そう

いうところが余りにも今までにも何回もあるので、

できたら見たいなという。チェックまではようせ

んかも知れませんが。そのスケジュールはどうな

んですか。 

○源委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後４時 19分） 

○源委員長 

再開を告げる。（再開 午後４時 21分） 

○原井川政策推進課長 

答申であるとか中間報告をいただいた内容をま

た精査させていただきながら、十分尊重させても

らいながら、最終的な決定ということになろうか

と思いますが、日程につきましては、具体的にま

たお示しをさせていただいたらと思います。 

○源委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後４時 22分） 

○源委員長 

再開を告げる。（再開 午後４時 26分） 

そしたら、一応 30 分程度たちましたんで有識

者会議の答申に対する質疑については以上とした

いと思います。ありがとうございました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後４時 26分） 

○源委員長 

再開を告げる。（再開 午後４時 47分） 

それでは次第（1）①西予市の財政に関する特

別委員会の中間報告についてを議題といたします。

正副委員長及び事務局のほうで作成しました中間

報告の原案については、皆さんのほうに先週金曜

日に配信した上で御覧のことと思います。内容に

ついては、これまでの第３回、４回、５回の委員

会、主に質疑の内容、全て網羅する形で記載をし

ております。しかしながら、ちょっと現在のとこ

ろで文字数もかなり多ございますので、この内容

で皆さんに了解をいただければ、この内容もって

中間報告のまず質疑の部分としたいと思います。 

これについてよろしいでしょうか。 

○大森委員 

私はその基金が 90億円あるので、、、。 

○源委員長 

私が提示した中間報告案の部分で、そこのどこ

が違うか言ってください。まず中間報告を見てい

ただきました、今日以外。見てないですよね。も

ともと考えが違うということは分かりましたんで、

それは一般質問されるということで、そちらでお

願いしたいと思います。 

内容について、第３回から第５回、質疑の内容

も取上げております。よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○源委員長 

続きまして、赤字の部分１番最後から２ページ

目になりますが見ていただいたらと思います。本

日の第６回特別委員会ではまず冒頭、有識者会議

の内容及び市長へ提出された答申について説明が

あり質疑応答を行ったと。質疑応答の内容につい

ては、これまで重なってる部分もありますので割

愛をしたいと思います。これまで特別委員会の調

査研究について協議を行い、これは９月５日とい

うことでしたいと思いますので、令和７年９月５

日の本会議において中間報告を行うこととし、報

告案について協議検討を行った。今後の方向性に

ついては、この丸のところはもういいかなという

ふうに思うんで、本特別委員会では西予市財政危

機脱却プラン 2025 原案について説明を受け、質

疑を行い特別委員会内で意見交換を行ってきたと。

今後プランを決定、進めるにあたっては、以下の

点に十分留意をされたい。①今回の財政危機の要

因及び行政、議会の責任について、これについて

①で記載をしたいと思います。続きまして②これ

は今回の財政危機脱却プランをするにあたって、

市民の皆様に理解していただくことが 1番肝要に

なると思いますので、その説明について明確に分

かりやすい内容で作成をしたいと思います。続き

まして③職員人件費の抑制という説明があったか

と思います。この内容については職員人件費抑制

について、一定理解できるが当然、労働条件の不

利益変更にあたりますので、その辺り十分加味し
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た上で、総合的な判断を求めるというような内容

にしたいと思います。 

以上３点について、正副委員長及び事務局のほ

うで早急に取りまとめまして、委員の皆様にお示

しをした上で５日に挑みたいと思います。内容等

について、仕様とか言葉の使い方とかいろいろあ

ると思うんですが、その辺りの作成については、

正副委員長のほうにお任せいただいてもよろしい

でしょうか。内容について事前に当然周知を行い

ます。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○源委員長 

そしたら取り急ぎ作成した上で、皆様に事務局

を通じて配信をしたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

今日予定しておりました議題は以上になります

が、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○源委員長 

もう１点すいません。その他の部分で、前回第

５回委員会のところで私申し上げましたが、議会

費の精査で議員報酬の削減、特別職の削減が出て

おりますのでということを申しましたが、議会運

営委員会の中でこの特別委員会で協議をしてくれ

ということで決まりました。 

もう１点、議会だよりの件がここに来たんで、

ちょっとこれは御意見いただきたい。予算編成の

ことを考えると、できましたら今定例会中にある

程度方向性を出さなきゃいけないではないかと思

っております。 

普通の常任委員会があり、決算特別委員会の各

分科会もありで大変お忙しいと思うんですが、次

回本会議が 17日 10時からあるんですが、今後、

議会費とか議員報酬とかについてどういうふうに

して進めていけばいいのかということを決めてか

らじゃないとなかなか進まないんで、構わなけれ

ば本会議は恐らくそんなに長くかからないと思い

ますので、本会議終了後に第７回特別委員会を開

催した上で、今申し上げました議会費の精査、議

員報酬について及び議会だよりについて協議いた

だきたいと。よろしくお願いします。 

〔異議を唱える者なし〕 

○源委員長 

私のほうから以上です。案内については通知さ

せていただきます。 

○河野委員 

この委員長報告は明日ぐらいに配信してもらう。 

○源委員長 

できたら明日の昼までには作りたいと思います。

いろいろ意見いただいたんでまとまってませんが

頑張ります。  

以上で終わりたいと思います。 

○中村副委員長 

これをもちまして第６回西予市の財政に関する

特別委員会を散会といたします。 

 

 

 散会 午後４時５４分 

 

 

 西予市議会委員会条例第30条第１項の規定によ

りここに署名する。 

 

 

西予市の財政に関する特別委員会委員長 

源 正樹 

 


